




すき間があっても5面を
囲む設置はしない。
（過熱による発火・壁の
汚れ・機能低下の原因）

ぬれた手で差込プラグの抜き差し
はしない。
（感電やけが
の恐れ）

�

�

4 5

安
全
の
た
め
必
ず
お
守
り
く
だ
さ
い

安
全
の
た
め
必
ず
お
守
り
く
だ
さ
い

5ｃｍ以上�
20ｃｍ以上�

�

5ｃｍ�
以上�

5ｃｍ�
以上�

�

�

�

警告危険

注意

注意

子供だけで使わせたり、幼児の手
の届くところで使わない。
（やけど・感電・けがの恐れ）

改造は絶対にしない。また、サー
ビスマン以外の人は、分解したり
修理しない。（火災・感電・けがの原因）

穴やすき間などに指や物を差し込
まない。特に子供のいたずらなど
に注意。（けが、感電や故障の原因）

使用するとき

調理中に差込プラグを抜き差しし
ない。（火災・感電の原因）
抜くときはとりけしキーを
押した後にしてください。

レンジ加熱では、びん類など密封さ
れた食品は栓やふたをはずし、膜や
殻つきのものは、切れ目や
割れ目を入れる。
（破裂してやけどやけがの原因）

電子レンジが転倒・落下した場合
は、使用せず、点検を依頼する。
（感電や電波漏れの恐れ）

本体の上に物を置かない。
（過熱してこげ・変形の恐れ）

吸排気口をふさがない。
（過熱して故障の原因）

ドアに物をはさんだまま使わない。
（電波漏れによる
障害の恐れ）

ドアに無理な力を加えたりぶらさ
がらない。
（本体が倒れてけがや
電波漏れの原因）

差込プラグの抜き差しは、コードを
持たずに、必ず差込プラグ
を持って行う。
（感電やショートして発火の原因）

衣類の乾燥など調理以外
の目的に使わない。
（発煙・火災・やけどの原因）

調理後の食品の出し入れに
注意する。（やけどの原因）

レンジ加熱でも容器やテーブルプレ
ートなどが熱くなることがあります。 長期間使わないときは、必ず差込プ

ラグをコンセントから抜く。
（絶縁劣化による感電・
漏電火災の原因）

差込プラグを抜く

レンジ加熱では、ゆで卵は絶対に
作ったり、あたためたりしない。
目玉焼きやおでんのゆで卵
などのあたためもしない。
（破裂してけがの原因）

分解禁止

（安全のため必ずお守りください）

据え付けるとき

電源コードは、排気口や
温度の高い部分に近づけ
ない。
（火災・感電の原因）

●水平で丈夫な場所に置く。（振動・騒音・本体落下の原因）
●ラジオ、テレビ、無線機器およびアンテナ線から3m以上離す。
（雑音や映像の乱れの原因）

受信感度が弱い場合には、さらに雑音が小さくなるまで離してください。
●落雷の恐れがあるときは、差込プラグをコンセントから抜く。（故障の原因）

水のかかるところや熱気、
火気の近くで使わない。
（感電・漏電の原因）

使用前に包装材は全て取り
除くこと。
（発火・火災・やけど
の原因）

本体は壁などとの間をあける。
（過熱して発火する恐れ）

右記寸法を離しても調理物の油で汚れ
たり結露することがあります。排気が
直接壁にあたらないように
据え付けてください。
あらかじめアルミホイルを
壁面に貼ると汚れを防止で
きます。後面がガラスの場
合、温度差で割れる恐れが
あるので20cm以上あけて
ください。
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●調理が終わったらすぐに取り出す。
（余熱で焼け過ぎになる恐れ）

●食品の出し入れは厚めの乾いたふきんや
市販のオーブン用手袋を使う。（やけどの恐れ）

●プラスチック容器をヒーター加熱しない。
（発火の恐れ）

グリル、オーブンのとき

差込プラグの刃および刃の取り付
け面のほこりをよくふく。
（火災の原因）

本体の掃除は、必ず差込プラグを抜
き本体が冷めてから行う。
（やけど・感電
の恐れ）

お手入れのとき

ぬれ手禁止

●使用中や終了後しばらくは、ドア、キャビ
ネット、加熱室、黒角皿、テーブルプレート、
その周辺にふれない。
（やけどの原因）

●熱くなったドアや加熱室底面のテーブル
プレートなどに水をかけない。（割れる恐れ）

レンジ、グリル、オーブンのとき

食品くずをつけたまま
使わない。（燃える恐れ）

加熱室内で食品が燃え出したときは、

1.ドアを開けない。（勢いよく燃える恐れあり）
2.とりけしキーを押し、運転を止めてから、差込プラグを抜く。
3.本体から燃えやすいものを遠ざけ、鎮火するまで待つ。鎮火
しない場合は、水か消火器で消す。そのまま使用せず、必ず
販売店に点検を依頼する。

接触禁止

食品は加熱しすぎない。
●突然沸とうして飛び散ることがある
水、飲みもの(牛乳、酒、コーヒーなど)、カレーやシチ
ューなどのとろみのあるもの、油脂分の多い生クリー
ム、バターなどは加熱中や加熱後食品を取り出すときに　
飛び散り、やけどの恐れがあります。

※飲みものはスプーンなどで加熱前にかき混ぜます。
●こげたり燃える恐れがある
少量の食品(100ｇ未満)、水分の少ない干もの、加熱さ
れやすいまんじゅうやパン類、温度の上がりやすいあん、
チョコレート、油脂分の多い揚げもの、バター、サラダ
油などはこげたり、燃える恐れがあります。

＊少量の食品をオート調理で加熱しないでください。
＊ククレットガイドの指定分量以外のときは手動調理で
様子を見ながら加熱します。

●　　　　 で飲みものを加熱しない。
（沸とうしてやけどの恐れ）
●金属の調理道具やアルミなどで加工したプラスチ
ック容器、付属の黒角皿(ホーロー製)は使わない。
アルミ箔を使うときは加熱室内壁、ドアファイン
ダーや加熱室底面のテーブルプレートに触れな
いようにする。（火花〈スパーク〉、故障の原因）

●加熱室底面のテーブルプレートに衝撃を加えた
り、水をかけない。
（加熱室底面のテーブルプレートが割れて火花
〈スパーク〉、故障の原因）
●割れたときは、そのまま使用せずにお買い上
●げの販売店に相談する。

使用するとき
レンジのとき

●加熱室が空のまま加熱しない。
（異常高温になり故障の原因）

●鮮度保持剤（脱酸素剤など）を入れたまま、
また包装にラベルやテープを貼ったままで
加熱しない。（燃える恐れ）

●缶詰やレトルト食品は缶や袋のままで加熱
しない。（火花〈スパーク〉、こげ、破裂の恐れ）
アルミ包装は加熱できません。容器に移しか
えて加熱します。

●乳幼児のミルクなどをあたためるときは仕
上がり温度を確認する。（やけどの恐れ）

●ラップをはずすときは、注意する。蒸気が
一気にでる場合があります。（やけどの恐れ）

あたため

本体後部� 壁�

5cm
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食品を入れる

表示が“0”になり、加

熱が終ります。

キーを1度
押す

庫内灯が点灯し、加熱

が始まります。スタートキーを押す2
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表示窓に「3」が表示さ

れ、スタートのランプ

が点滅します。

PAM解凍

（まぐろのさしみの場合）

(例) の場合

キーを押すごとに3 4 3とセットできます。

3は、さしみとして使う冷凍食品を、解凍するとき使います。

4は、解凍後、すぐ調理する冷凍食品のとき使います。

の使いかたPAM解凍 1度押し：3さしみ
2度押し：4解 凍3さしみ 4解凍

加熱室は冷ましてから使ってください。
グリル、オーブンの使用後は加熱室が熱くなっています。発泡スチロールのトレーが溶けたり、加熱しすぎることがあります。
充分冷ましてから使ってください。

発泡スチロールのトレーは、生ものの解凍以外には絶対に使用しないでください。

のコツPAM解凍
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上手な冷凍保存（フリージング）のコツ
★材料は新鮮なものを
1回分ずつ（200～300g）に分け、1～3cmの厚さで、極端に薄くならないように平らな形にまとめます。

★ラップなどでピッタリ密封を
★魚の下ごしらえは
魚はうろこやえら、内臓を取り、塩水で洗って水気をふき取り、一尾ずつ冷凍します。

★バランなどの飾りや敷きものは取り除きます。

生で冷凍した魚や肉の鮮度やうまみをほとんど損なわずに、スピーディーに解凍します。

●200ｇ以下を解凍するときは、仕上がり調節 中 設定のものは 弱 に、強 設定のものは 中 にそれぞれ合わせて解凍します。
●加熱途中で、食品の上下を返して解凍するとさらに良くなります。
●解凍後必ず3～5分そのまま置いて自然解凍します。

●　 を使い分け
さしみとして解凍する場合は、 （1度押し）

にします。
解凍後、すぐ調理する場合は、 （2度押し）

にします。
冷凍野菜の解凍（16ページ参照）、調理済み冷凍食
品を解凍する場合は、 で200gで4～
5分を目安に様子を見ながら解凍します。

●解凍が足りなかったときは、手動　　　　　 で
●様子を見ながらさらに解凍します。
●とけかけている食品やバラバラになって凍って
●いるものは、手動　　　　 で途中様子を見な
がら解凍します。

の上手な使いかたPAM解凍

●冷凍室で冷凍された肉や魚を解凍します。
●一度に解凍できる分量は、100～1,000gです。
重量が100g未満のときは手動　　　　　　で様子を見
ながら解凍します。（40ページ参照）
●冷凍室から出したばかりのコチコチに凍ったもの
●を使います。
●発泡スチロール製のトレーにのせたまま解凍
ラップなどの包装をはずし、テーブルプレートの中央に
のせて解凍します。グラム・ポジション システムが働き
ます。陶磁器や耐熱性の皿などは使わないでください。
トレーがない場合は、テーブルプレートにオーブンシート
かペーパータオルを敷いて解凍します。

●アルミホイルを使って
形、厚みが均一でないものは、細いところや薄いところ　
に巻きます。大きなかたまりにはまわり（側面）に巻きます。
アルミホイルが加熱室側面やドアファインダーに触れると火
花(スパーク)が出て、テーブルプレートやドアファインダー
が割れる恐れがあります。

PAM解凍

（ ）

100Ｗレンジ

4解凍

3さしみ

4解凍

200Ｗレンジ

のコツPAM解凍 3さしみ PAM解凍 4解凍

まぐろ、いか、えび（さしみ用）を解凍後、そ
のまま生で食べるときに使います。

食品の中心が、少し凍って
いる状態に仕上がりますの
で、サクサクと包丁で切り
やすく、食卓に出すとき食
べごろになります。

均一な厚さのもの

肉や魚を解凍後、すぐ調理するときに使います。

丸まった方を下にする

3さしみPAM解凍

100Ｗレンジ

100Ｗレンジ

薄く平たくしたもの

頭や尾の部分は、先に加
熱されやすいのでアルミ
ホイルをピッタリと巻い
て解凍すると、変色や煮
えが防げます。

薄切り肉は、解凍後両手で
大きくしならせます。
ひき肉やかたまり肉は仕上
がり調節　 に合わせて解凍
します。

強

アルミホイルを使って

PAM解凍

PAM解凍 3さしみ

オート調理 オートメニュー PAM解凍
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途中で変わる

終了音が鳴ったら食品
を取り出す

のコツ

※テーブルプレートが
加熱室底面にセット
していることを確認
します。








	表紙
	目次
	安全のためお守りください
	絵表示について
	据え付けるとき
	使用するとき
	お手入れのとき

	各部のなまえとはたらき
	操作パネルのはたらき
	各部のなまえ

	付属品の種類
	テーブルプレートの出し入れのしかた
	グラム・ポジションシステムの０点調節のしかた
	空焼きのしかた
	使える容器、使えない容器
	加熱のしくみ
	このオーブンレンジについて
	知っておいていただきたいこと
	オート調理
	あたため、解凍あたための使いかた・コツ
	1ごはんの使いかた・コツ
	冷めたご飯、お総菜のあたためのコツ
	調理済み冷凍食品の解凍あたためのコツ
	調理済み食品の冷凍保存（フリージング）のコツ
	ご飯、お総菜のあたためメニュー
	冷凍ご飯、冷凍お総菜の解凍あたためメニュー
	レンジ加熱時間一覧表
	まんじゅう、パン、冷凍野菜の加熱時間
	2.牛乳の使いかた・コツ
	PAM解凍（３さしみ／４解凍）の使いかた・コツ
	上手な冷凍保存（フリージング）のコツ
	パリッ庫網焼き（5冷凍／６冷蔵）の使いかた・コツ
	7クッキー〜10グラタンの使いかた・コツ
	11揚げもの〜１３炒めものの使いかた・コツ
	14茶わん蒸しの使いかた・コツ
	15点心の使いかた・コツ
	16葉・果菜、17根菜の使いかた

	次のファイルへ



